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ボランティア紹介リレー

「VGLの会」とは？
　「一宮ボランティアグループリーダー（VolunteerGroup 
Leader）の会」です。平成15年3月にボランティア団体をサポート
する団体として設立され、一宮市市民活動センターの運営協力等を
行っていました。平成20年にNPO法人となり、福祉移送サービス
を開始しました。

主な活動は？
　 三つの柱で活動を推進しています。
　①市民活動支援（協働事業の育成と推進）
　　地域の課題解決のため、様々な団体や企業と連携・協力を進め
　　ています。「協働」をテーマに「市民と企業の協働フェスタ」
　　を毎年6月に開催しています。
　②福祉移送サービス（有償）
　　市内に居住する要介護者や障害者など移動が困難な方々を対象
　　に、通院や外出をサポートしています。
　③生活支援ネットワーク（有償）
　　高齢者や障害者を対象に、在宅で安心して生活ができるよう、外
　　出時の付き添いや家事などをサポートしています。

活動のやりがいは？
　それぞれにやりがいがありますが、福祉移送サービスは毎月約
250回、年間にすると3,000回程の利用があります。やってみて気
づく大変さはありますが、利用者の方から、「助かります」「安心
して乗ることができました」等の声をかけて頂いたときはやりがい
を感じます。

市民の皆様へひとこと
　福祉移送（運転手）、生活支援（サポーター）等のボランティアを募集しています！運転が好きな
方、やる気がある方、興味のある方は是非、社会福祉協議会へご連絡ください。（℡85-7024）

取材を終えて
　「VGLの会」ではより良いまちをつくるために活動をしており、取材のなかで「目標を共有し、協力し
て汗をかく“協働”が地域社会を再生する」という言葉が印象的でした。地域社会の課題・ニーズが多
様化するなか、誰もが安心して生活できる地域づくりを行う上で「協働」することが大切であると感じました。

メラニー・ウォルシュ/作　品川　裕香/訳　岩崎書店
　 主人公のアイザックは『アスペルガー症候群』という発達障害をもつ男の子。記
憶力が良く、言葉も達者です。ですが、友だちにあいさつするのを忘れてしまった
り、人に変なことを言ってしまったり、ちょっぴり変わったところがあります。そんな
アイザックに、まわりの人たちはどう接したのでしょうか。
 アスペルガー症候群という発達障害がある子の特徴的な様子、そして、その子に
対して周りの人々はどのように接したら良いのかがよく分かる作品です。

おすすめ福祉の本

図書館で借りる
ことができます。

ちどり会 VGLの会

第19回まちかど情報局まちかど情報局
今回は、『ちどり会』からの紹介で、『VGLの会』をご紹介します。　 今回は、福祉実践教室（本会が市内小中学校と共同で実施する体験型福祉教室）の新たな体

験科目である「認知症理解」について紹介します。認知症は高齢者に多く発症し、高齢化が進む
につれ、より身近な病気になります。そのような状況で、児童・生徒が認知症について正しく
理解し、認知症の方やそのご家族を見守り支援する「サポーター」の視点を養うべく導入した
「認知症理解」について、地域包括支援センターやすらぎの丹羽さんと地域包括支援センターア
ウンの村瀬さんからお話を伺いました。

福祉実践教室「認知症理解」の実施内容は？

①講義　認知症について　
②寸劇　小学校「僕のおばあさん：犬を散歩に連れて行く編」「僕のおばあさん：食べたものを忘れる編」
　　　　中学校「ピザを朝から何箱も注文したおばあさん編」「お金がなくなって困ったおばあさん編」
③ロールプレイ「どう対応したらいいのだろう」みんなで考えよう！
④認知症予防エクササイズ　　⑤認知症サポーターについて

児童・生徒に分かりやすくするために、どのような工夫をされていますか？

　 小学校では、できるだけ専門用語など難しい言葉は使
わないようにしています。楽しく学んでもらえるよう劇に
参加してもらうこともあります。中学校では、説明に多く
時間をとり、専門用語も少し交えて説明をしています。ま
た、認知症の方の気持ちや対応についてグループワークを
取り入れ、自分ならどう思うか、どう対応するとよいのか
を一緒に考えるようにしています。

児童・生徒の反応・感想などはどうでしたか？

　皆さん講義をしっかり聞き、グループワークなども積極
的に発言しています。アンケートでは、「認知症の方も不安
な気持ちがあることが分かった」、「脳の病気だということ
が分かった」、「温かい目で見守り寄り添いたい」、「予防が大
切だと分かった」といった感想が多く聞かれます。

 体験を通じて子ども達に伝えたいことは何ですか？

　認知症は、高齢化が進むにつれてより身近な病気になっ
ていくため、近所の方や自分の家族が認知症になってしま
うこともあると思います。その時に福祉実践教室で学んだ
ことを思い出し、何ができるか考えるとともに、温かい気
持ちで対応してもらえると嬉しいです。

読者へのメッセージ
　認知症の方は、できなくなることが増えていきますが、全てができないわけではありませ
ん。周りのサポートにより、できるようになることもあります。現在、企業や町内などで「認
知症サポーター養成講座」を開催しています。認知症サポーターとは、特別なことをする人で
はなく、認知症を正しく理解し、できる範囲で認知症の方やご家族を地域で温かく見守る応援
者です。「認知症になっても安心して暮らせるまち、いちのみや」を皆さんと一緒に作っていき
たいと思っています。認知症サポーター養成講座をご希望の際には、是非お気軽に市高年福祉
課にお声をかけてください。（℡28-9151）

生徒の皆さんがどのように思うか、どのように
考えるかを発言してもらいます。

認知症の人に出会った時、どのように対応した
らいいのかを劇を交えて紹介しています。

福祉移送サービスで
使用しています！

「市民と企業の協働
フェスタ」の様子

事務所の様子
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